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今日の内容

1. 米国の州立大学における学費・生活費の状況

2. 米国の大学における奨学金制度

3. 米国社会からの不満と疑問

4. 学生獲得のための大学奨学金戦略

5. これからの日本におけるIR ～給付型奨学金への転換
を見据えて～
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米国の州立大学における学費・生活費の状況
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（米国）大学生活にかかる費用

 授業料 （Tuition and Fees）

 寮費（家賃）・食費 （Room and Board）

 教科書代 （Books and Supplies）

 お小遣い （Personal Expenses）

 交通費 （Transportation）

学費・生活費
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日米の大学における授業料の推移比較（円換算）
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データ：国公私立大学の授業料等の推移（文部科学省）
The College Board, Oct. 2015
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（米国）授業料および寮費・食費の推移

$2,705 $3,362
$5,126

$7,073

$9,145$3,915

$4,718

$6,250

$8,162

$9,786

$6,620

$8,080

$11,376

$15,235

$18,931

$0

$5,000

$10,000

$15,000

$20,000

1995 2000 2005 2010 2015

Tuition and Fees Room and Board

Public Four-Year (in-state)
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BSU – 2017年度の学費・生活費

データ：bigfuture by The College Board (9/8/2016)

• 州内学生の学費としては、全米に
ある州立大学の平均より安い

• 州外学生の学費は、全米でもかな
り安い（Rank #7, U.S. News）

• 理由：州内、州外、留学生の学費
が全て同じだから
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米国の大学における奨学金制度
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どのように学費・生活費を工面しているのか

Federal Grants

State Grants

Scholarships

Loans
(Federal, State, Private)

必
要
な
学
費
・
生
活
費

給付型奨学金
（返済義務無）

奨学金
（返済義務無）

（注1）必要な学費・生活費に占めるGrantsやLoan等の割合は学生毎に異なります。
（注2）学費・生活費を自腹で賄う学生もいます。

貸与型奨学金
（返済義務有）

Financial
Aid (FA)

利率（代表例）
Stafford Loan（3.76%)

Parent PLUS (6.31%)
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Net Price Calculator - BSU 2015年度のデータを使った例

必要な学費・生活費（2015年度、BSU）： $19,304

例１ 例２

年齢 18

同条件

住居形態 学生寮（on-campus）

州内／州外 州内

既婚／未婚 未婚

子供の数 0

家族構成 3

大学生数 1

世帯収入 3万ドル未満 10万ドル以上

Total Grant Aid（推定） $9,481 無し

不足分 $9,823

Loans and/or 自己負担

データ：Net Price Calculator - Bemidji State University (9/9/2016)
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Total Federal Aid（連邦政府支出）: 1995-2015

$23,661

$36,272

$60,452

$121,924

$135,692 $132,749
$127,917 $125,720 $122,660

$6,987

$10,973

$18,860

$36,122

$39,865
$40,306

$39,233 $40,214
$38,655

$30,648

$47,245

$79,312

$158,046

$175,557 $173,055
$167,150 $165,934

$161,314

$0

$20,000

$40,000

$60,000

$80,000

$100,000

$120,000

$140,000

$160,000

$180,000

$200,000

1995 2000 2005 2010 2011 2012 2013 2014 2015*

Total Federal Aid (Undergrad) Total Federal Aid (Grad)(in Millions)

データ：The College Board, Oct. 2015
* preliminary

FEDERAL AID
・Grants
・Work-Study
・Loans
・Tax Benefits



12

米国社会からの不満と疑問
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米国社会からの不満と疑問

1. （不満）授業料が上がり続けている

何が起きたか：

授業料値上げの禁止（Tuition Freeze）

2. （不満）政府が高等教育にお金を使いすぎている

何が起きたか：

Education Bill a ‘Zero’ for Minnesota Students & Schools

3. （疑問）大学は授業料に見合う教育を行っているの
か？

何が起きたか：

直接指標を用いた学習成果測定への圧力

参考文献：藤原宏司（2015）「米国におけるIRの実践事例 －指標の設定とその活用－」，大学評価担当者集会
2015 プレイベント１ 講演資料
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米国社会からの不満と疑問（contd.）

4. （疑問）大学の効果測定に、他の直接指標も必要では
ないのか？

a. Default Rates (Federal Student Loan Programs)

• Default Ratesが高い大学に対するペナルティの実施

• Default Rates for FY2011 Cohort = 13.7%

• Default Rates for FY2012 Cohort = 11.8%

b. Three-year Repayment Rates

• 全国平均 = 63%

• 37%の学生がデフォルトしているか、返済を行っていて
も、元本が減らない状態

各大学ごとのデータが公開されている
（例：FY13 Draft Default Rates）BSU = 6.5% & NTC = 13.3%
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College Default Rates > Grad Rates 

データ：College default rates higher than grad rates : 
http://www.usatoday.com/story/news/nation/2013/07/02/college-default-rates-higher-than-grad-rates/2480295/
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学生獲得のための大学奨学金戦略
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連邦政府からの学費・生活費の給付額（Pell Grant）
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データ：The College Board, Oct. 2015
注1. 学費関連データは、2015年を基準にインフレ調整を実施
注2. Pell奨学金データは、2014年を基準にインフレ調整を実施

差が広がっている

学生の負担増へ
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学生獲得のための大学奨学金戦略

Federal Grants

State Grants

Scholarships

Loans

必
要
な
学
費
・
生
活
費

Scholarships

原資が必要

Federal Grants

State Grants
今後、増えるこ
とはない
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BSUの例 – 5年で35億円の寄付金を獲得

Ｇ

このうち、20億円が奨学金の原資になる予定
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（米国）大学基金（Foundation）の強化へ

 大学基金（Foundation）

• 大学から独立した組織（卒業生が中心）

• 会計等も大学とは別

• 名称例：”Foundation and Alumni Association”, “Alumni & 
Foundation”等

 主な目的

1. 校友会の運営

2. （寄付金を集め）奨学金等による学生の支援及び大学の支援

 Foundation Directorの重要性

• 求人マーケットの存在
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これからの日本におけるIR
～給付型奨学金への転換を見据えて～



22

これからの日本におけるIR

給付型奨学金は、高等教育への門戸を広げることからも必要
では、この制度が導入されるとどうなるかを、米国の事例を基に予想

莫大な財源が必要

大学は投資に見合う教育と経営
を行っているのか？
（効果検証*＆説明責任）

指標等による大学間比較
（例：Default Rates ）

*この効果検証のことを米国では「Institutional Effectiveness（IE）」と呼んでいます。
藤原宏司（2015）「IR実務担当者からみたInstitutional Effectiveness ～米国大学が社会から求められていること
～」，『大学評価とIR』，第3号，3-10．

効果検証は大学の責任

学生や教員等へのアンケート調査
（間接評価）では不十分

直接評価による大学効果の可視化
（学修成果や大学経営効果等）

◯◯IRではなく、大学のあらゆ
る活動をサポートできるIRの体
制整備が必要
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ありがとうございました

お問い合わせ先

藤原 宏司

kfujiwara@cc.yamagata-u.ac.jp


